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的な名称であると位置づけるため，精神科領域のソーシャルワ カー をー精神科ソーシャルワ カーー，














ルワ カーーが誕生した。その後第 2 回国家試験では 1,617 名，第 3 回国家試験では 2,565 名が
























旧科目 時間 新科目 時間
社会福祉原論 60 人体の構造と機能及び疾病 30
老人福祉論 60 心理学理論と心理的支援 30
障害者福祉論 60 社会理論と社会システム 30
児童福祉論 60 現代社会と福祉 60
社会保障論 60 社会調査の基礎 30
公的扶助論 30 相談援助の基盤と専門職 60
地域福祉論 30 相談援助の理論と方法 120
社会福祉援助技術論 120 地域福祉の理論と方法 60
社会福祉援助技術演習 120 福祉行財政と福祉計画 30
社会福祉援助技術現場実習 180 福祉サ ビースの組織と経営 30
社会福祉援助技術現場実習指導 90 社会保障 60
心理学 30 高齢者に対する支援と介護保険制度 60
社会学 30 障害者に対する支援と障害者自立支援制度 30
医学一般 30 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 30
介護概論 30 低所得者に対する支援と生活保護制度 30

























ク教育評議会（Council on Social Work Education）によって認定された 4 年制大学のソーシャル
ワ クープログラムを修了することが必要となっている 7）。換言すれば，北米では，大学もしくは大学
院で指定科目を修了する以外ソーシャルワ カーーになる方法はない，という点である。北米ではま
た，取得した学位と資格が連動しており，卒業時に授与されたソーシャルワ クー学士（Bachelor of 
Social Work; BSW）から，“学士レベルのソーシャルワ カー （ーBachelor’s Level of Social Worker）”
と呼ばれたりもする。北米において，臨床ソーシャルワークを実践するためには，大学院修士課
程を修了することが求められるため，学部生の多くは最終的に修士課程を修了し，“修士レベルの
ソーシャルワ カー （ーMaster’s Level of Social Worker）”を目指す。しかしながら独立してソーシャル
ワ クーを行うためには修士課程修了後スーパ ビージョンを受けながら実践を行い，州から臨床ソー








大学（UT Junior College）に改組された 8）UTMは表 2 のように 5カレッジ（カレッジとは本来短期大
学を示すが，4 年制大学においては，大学を構成する高等教育組織と理解することが妥当であろ
う）に 20 学部で構成されている総合大学である 9）。UTMにおいてソーシャルワーカー養成を行っ
ているソーシャルワーク専攻（Social Work Program）は教育，保健，行動科学学部（Department 
of Behavioral Science）に設 置され，刑 法 学 専 攻（Criminal Justice Program），心 理 学 専 攻
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のが，表にあるクレジットアワ （ーCredit Hour）である。一週間に一度の 授業が 1クレジットアワーに
換算される。多くの科目が 3セメスター アワー，つまり週 3時間授業である。




29第 11 号　2016（平成 28）年度
「わが国におけるソーシャルワーカー養成の過去、現在そして未来」 日米のソーシャルワーカー養成課程を比較して
表 3．UTMソーシャルワークプログラムで開講されている科目とその邦名
number name Credit Hours 邦名
SWRK200 Introduction to Social Work 3 ソーシャルワ クー入門
SWRK220
Unders tanding  Human Divers i ty  and 
Oppressed Populations
3 人種の多様性と抑圧された人々の理解
SWRK300 Social Welfare Policies and Services 3 社会福祉政策とサ ビース
SWRK315 Social work in Health Care 3 ソーシャルワ クー（保健医療）
SWRK320 Human Behavior and Social Environment I 3 人間の行動と社会環境I
SWRK325 Social Work in Child Welfare 3 ソーシャルワ クー（児童福祉）
SWRK330 Human Behavior and Social Environment II 3 人間の行動と社会環境II
SWRK335 Social Work in Mental Health 3 ソーシャルワ クー（精神保健）
SWRK340 Social Work Practice I 3 ソーシャルワ クー実践I
SWRK345
Juvenile Justice: Social Problems and Regal 




SWRK350 Social Work Practice Skills and Techniques 3 ソーシャルワ クー実践の技能と技術
SWRK355 Social Gerontology 3 社会老年学
SWRK365 Alcohol and Drugs 3 アルコールと薬物
SWRK375 Social Work in School Setting 3 ソーシャルワ クー（教育領域）
SWRK400 Social Work Practice II 3 ソーシャルワ クー実践II
SWRK410 Social Work Research and Evaluation 3 ソーシャルワ クー調査と評価
SWRK415 Social Work in Child Welfare II 3 ソーシャルワ クー（児童福祉）II
SWRK425 Special Topics 1-3 スペシャルトピック
SWRK440 Social Work Practice II 3 ソーシャルワ クー実践II
SWRK455 Social Work Travel Study（Selected Topics） 1-6 ソーシャルワ クー（学外研修）
SWRK460 Social Work Senior Seminar 2 ソーシャルワ クー演習
SWRK470 Social Work Field Preparation 1 ソーシャルワ クー実習事前指導
SWRK490 Social Work Field Practice 12 ソーシャルワ クー実習








































独立して存在している。“演習”は “seminar” と英訳されるが，UTMのソーシャルワ クープログラムに





31第 11 号　2016（平成 28）年度
「わが国におけるソーシャルワーカー養成の過去、現在そして未来」 日米のソーシャルワーカー養成課程を比較して
　このことについて”SWRK220” “Understanding Human Diversity and Oppressed Populations”の
シラバスにある成績評価項目から検証する。本科目の成績評価基準は以下のとおりである 16）。
　評価基準 1．ジャー ナルレポ トー（Journal Report）
　これは，学生が検索エンジンやクラス内でディスカッションされた文献に関してのレポ トーの内容
による評価である。学生は毎週レポ トー1 本を提出することを求められる。1 本あたりの得点は 25
点満点で，セメスター 中 9 本のレポ トーを提出しなければならない。9 本のレポ トーすべてで満点で
あれば 225 点獲得できる。
　評価基準 2．書籍レポ トー（Book Report）
　あらかじめ示された本，映画から1 本選択しレポ トーする課題である。満点は 50 点。
　評価基準 3．プレゼンテーション（Presentation）
　授業を通して，学生は選択したテーマについて20 分間のプレゼンテ シーョンを行う。満点は50 点。
　評価基準 4．異文化交流体験シミュレーション “BAFA BAFA” と貧困シミュレーションへの参加と
そのレポ トー（Report on Cultural Exchange “BAFA BAFA” and Poverty Simulation）
　この課題は，先に示した 2 つのシミュレーションへの参加体験についてレポ トーを提出する課題
である。満点は 10 点ずつで，最大 20 点が加算される。
　評価基準 5．試験（Exams）
　試験は 2 回実施され，合計得点は 200 点と設定されている。
　上記評価基準により，合計 545 点のうち，A評価は 491 点から545 点，B評価は 436 点から











のテネシー州立大学大学院（The University of Tennessee Graduate School of Social Work）修士

























































　2014（平成 26）年厚生労働省が実施した患者調査によると精神科の通院・入院患者は 392 万
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